
英語学習動機と自己評価の関係  

一日本の高校生の場合一  

奥川 育子  

キーワード：統合的動機、道具的動機、誘発的動機、因子分析、重回帰分析  

1．はじめに   

本稿は、日本の高校生の英語学習動機と英語能力自己評価との関連について調査したも  

のである。   

第二言語習得研究の分野における動機付けの研究は、1960年代頃から主に北米で盛んに  

行われており、日本では特に1990年代から英語学習動機に関する研究が盛んに行われてい  

る。松浦他（1997）は、10年ごと（1966，1976，1988，1996年）に日本人高校生の英語学習意識  

について調査を行っており、「30年間を通した傾向として、全体的な好意群（英語学習に対  

して好意的な回答をしたもの）の減少がみられる。‥・高校生の英語学習に対する意識が徐々  

に下がり、消極化してきていることを表しているのではないだろうか。」と述べている。英  

語学習に対して興味と関心がない学生が増えてきているという現状からも、日本の高校に  

おける英語学習者の学習動機の実態を調査することは急務と言ってよいだろう。   

そこで、本稿では、英語を外国語として学んでいる日本の高校生を対象に、彼らの英語  

学習動機がどのようなものか、また英語学習動機が自己評価にどのように影響を及ぼして  

いるのか調査した。その結果、「言語・文化的興味志向」、「仕事・将来のため志向」、「自己  

満足志向」の三つの因子が抽出され、「自己満足志向」の強い学生の自己評価が高く、「言  

語‥文化的興味志向」の強い学生の自己評価が低い傾向にあることが判明した。  

2．研究の理論的背景と研究課題   

外国語学習に対する学習者の動機づけが学習の成否に関係があることは、これまで多く  

の研究で示唆されている。動機づけとは「人間や動物の行動を始動させ、方向づけ、持続  

させ、強化する過程を指す（束1979）」や、「生活体の行動を生起させ、持続し、方向づける  

過程（青柳199幻」と定義され、習得に長い年月をかける外国語学習には重要な要因である  

といえる。また、JakobovitsandNelson（1970）によると、外国語学習に影響を与えるもの  

には、適正、知能、忍耐力、動機などがあり、その中で忍耐力、動機は学習成果の33％に  

関わっていると指摘している。   

これまで多くの研究者により動機づけと外国語学習の成果との関連を調査した研究が行  

われているが、一貫した見解はみられていない。その理由として、言語の学習環境が、第  
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二言語学習（JSL，ESL）の環境か、外国語学習（JFL，EFL）の環境かによって動機づけが異な  

っており（Ellis1985）、また動機づけの区分がしっかり決まっておらず、研究者によってあ  

いまいであるからである。1960年代のGardnerやLambertによるd連の研究以来、第二  

言語学習動機に関する研究は特に北米で精力的に進められてきており、理論的にもかなり  

体系化されてきている。しかし、第二言語学習動機は本質的に学習者の社会的環境に依存  

しており、動機づけをいっそう理解していくためには様々な地域での調査が必要といえる。   

動機づけが学習環境によって異なることを表す例としてGardner（1985）は、モントリオ  

ールのフランス語学習者は学習言語文化に興味があるからなどの「統合的動機」からフラ  

ンス語を学習することが多いが、フィリピンの英語学習者は就職や仕事のためなど「道具  

的動機」から英語を学習していることが多いと指摘している。また、縫部他（1995）は、ニュ  

ージーランドの大学生を対象とした日本語学習動機を調べ「「統合的動機」は来日経験があ  

るほうが高く、また学習期間が長い方が高い。「道具的動機」は、学習期間が長い方が高い」  

と述べており、来日経験や学習期間によって外国語学習動機が異なり、経験が動機に大き  

な影響を与えているということを示唆している。   

以上、外国語学習動機は学習者の学習環境に依存しており、北米で適合すると考えられ  

る動機が日本でも適合するとは言い切れず、それぞれの環境において学習者の外国語学習  

動機がどのようなものであるか調査する必要がある。   

よって、本研究では日本の高校生を対象に英語学習動機に関する研究課題を以下のよう  

に設け、分析・考察を行っていく。   

＜研究課題＞  

（1）日本の高校生の英語学習動機はどのような要素から構成されているのか。  

（2）男女で英語学習動機に違いは見られるのか。  

（3）どのような動機を強くもっている学生が英語能力に対する自己評価が高いのか。  

3．調査の概要  

・実施年月－2008年7月  

・調査協力者一日本の高校で英語を学習している高校生（2、3年生）のうち、記入が不完全  

だった1名を除く30名（男性14名、女性16名）1。平均年齢は16．7歳（ぷ玖60）である。本  

調査は、米国高校生交流プログラム（日本国内の高等学校に在学する高校生を対象に、米  

国の高校生との10日間の共同生活を通じて、相互の理解と親善を深めるという目的のも   

とに設立されたプログラム）において行われた。参加高校生は日本全国（17都道府県、東  

京、大阪からは複数の高校生が参加）から集まっている。また、このプログラムに参加す  

1今回プログラム参加の日本の高校生は26名であったが、本調査には筆者が個人的にアンケート調査をお  

願いした高校生（プログラム参加者の友人）も数名含まれている。なお、文科系・理科系の区別は行わなかっ  
た。  
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るためには英語の試験や面接があり、プログラム中は積極的に米国から来た高校生とコ  

ミュニケーションをとることを求められていることからも、このプログラムで選抜され  

た高校生は日本の平均的な高校生より英語ができると考えられる（ただし、英語力がさほ  

ど高くなくても自己PR力、パーソナリティー、意欲、特技などの言葉の違いを超えるコ  

ミュニケーションカがあると認められれば、プログラムに参加することができるものも  

いる）。よって、このプログラムの参加者を調査することにより英語に興味のある高校生  

はどのような動機を持ち、それらの動機が自己評価とどのような関係にあるのか調べる  

ことができると考えられる。  

・アンケートー動機づけに関するアンケートはGardnerandLambert（1959，1972）、郭・  

大北（2001）、成田（1998）を参考に、アンケートの質問を日本の状況に合わせ30項目作成   

した（Appendixを参照）。   

アンケート項目は、何らかの手段として英語を学ぼうとする「道具約数機」（G乱rdner  

andLambeれ1959）、英語母語許者の友達を作りたいためや自分の興味で英語を学ぽうと  

する「統合的動機」（GardnerandLambert1959）、周囲の人に言われて英語を勉強するな  

ど英語学習自体が目的となっていない「誘発的動機」（縫部他1995）の3種類を中心に選  

んだ。   

縫部他（1995）は、「道具的動機」、「統合的動機」、「誘発的動機」の3動機を日本語学習  

を目的祝しないで手段祝していることから「外発的動機」と総称している。その他、日本  

語や日本文化そのものに興味があり、日本人をもっと知りたいといった動機を「好奇心や  

関心」、また、きれいな日本語を話す先生にあこがれて、その先生のように日本簿が静せ  

るようになりたいというような動機を「モデルとの同一視」、さらに日本静を使って日本  

人とコミュニケーションをとりたいという動機を「仲間との相互作用」と命名し、これら  

3つの動機を「内発的動機」と総称している。このように縫部他（1995）では「外発的動機」  

と「内発的動機」を分けて考えているが、「外発的動機」と「内発的動機」は、どちらに  

属するのか厳密に分けることが難しいこともある。例えば「外国（英語話者）の友達と話が  

したい」という質問項目は英語話者の友達を作りたいと考えれば「統合的動機」、すなわ  

ち「外発的動機」に分類されるが、英語話者とコミュニケーションをとりたいと考えれば  

「内発的動機」に分類される。これらの理由から、本稿の調査項目選定の際は「外発的動  

機」と「内発的動機」を分けず、「統合的動機」、「道具的動機」、「誘発的動機jの3種類  

の動機を中心に選ぶことにした。   

以上の論を踏まえ、アンケート調査に選んだ項目を学習動機別に分類すると以下のよう  

になる。  

恥blel英語学習動榛の分類  
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・統合的動機（1，2，3，4，10，13，14，15，16，17，25，26，27，28）  

・道具的動機（5，7，8，11，12，18，19，20，22）  

・誘発的動機（6，9，21，23，餌，29，30）  

なお、Tablelで用いた数字は、この分類に基づいて作成した英語学習動機アンケート  

（Appendix）の番号に対応している。  

・方法－フェイスシート（性別、英語学習期間、海外滞在経験等を記入）と質問紙に記入し  

てもらい、その後各質問に対して、5段階の尺度法（1＝全くそう思わない、2＝そう思わ  

ない、3＝どちらでもない、4＝そう思う、5＝非常にそう思う）で答えてもらった。  

・変数としての英語能力自己評価一英語学習動機に関する30の項目に答えた後、自己の英  

語能力に対する評価「私は、他の人より英語を流暢に話せると思う」（Appendixを参照）   

を英語動機調査のアンケートと同様5段階（1＝全くそう思わない～5＝非常にそう思う）   

で評価してもらい、その評価結果を変数として用いた。自己評価項目と因子分析により  

抽出された英籍学習動機の下位尺度との関係は、4．4で分析・考察する。   

調査方法として、まず英語学習動機に関する項目に対して因子分析を行い、3因子を抽   

出した後、g検定および相関分析を行い、最後に因子と自己評価の関係を調査するため   

麓回帰分析による統計処理を行う。  

4．分析と考察  

4．1英語学習動機尺度の分析   

この節では因子分析を行い、項目間に潜在している因子の構造を探ることにする。まず、  

英語学習動機尺度30項目の平均値、標準偏差を算出し、回答に極端な偏りを示し、天井効  

果およびフロア効果の見られた6項目（2，19，24，26，27，28）を分析から除外した。因子分析  

は変数間の相関関係を基本とした分析であるため、回答に極端な偏りを示す変数を用いた  

場合には結果が不適切で不安定になることから、これらの項目を前もって除外することに  

した。各項目は1点から5点の得点範囲であることから天井効果は平均値＋1ぷ払5が目安  

として考えられる。しかし、今回は5以上の項目が多数見られ、5．3が良い切れ目で幅が広  

いことから5．3以上の項目（項目2，19，26，27，28）を削除することにした。フロア効果の目  

安は平均値－1ぷZ欠1とし、項目24を削除した。   

よって、以下の項目は今後の分析では取り扱わない。  

也）外国（英語話者）の人と親しくなりたいから  

（19）将来、海外（英語圏）で仕事がしたいから  

（24）友達が英語を勉強するようにすすめるから  

（26）海外（英語の通用する国）に旅行したいから  
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（27）海外（英語話者）の友達に手紙、e－mailを書きたいから  

（28）英語が好きだから   

次に、残った24項目の動機に対して因子分析を行った。固有値は大きいものから6．41，  

3．50，2．79，2．26，1．85，1，62‥・と変化していることから、3因子構造が妥当であると考え  

られた。そこで再度3因子を仮定し主因子法・バリマックス回転による因子分析2を行った。   

その結果、十分な因子負荷量を示さなかった35項目（5，8，17，25，29）を分析から除外し、  

3度目の主因子法・バリマックス回転による因子分析を行った。バリマックス回転後の最終  

的な因子パターンと因子間相関をTable2に示す。Table2の質問項目内容はすべて「私が英  

語を勉強しているのは‥・」に続く文章からなっている。なお、回転前の3因子で20項  

目の全分散を説明する割合は54．44％であった。  

Table2英語学習動機尺度の因子分析結果（バリマックス回転後の因子パターン）  

項目内容  因刊  因子ⅠⅠ 因子ⅠIt 共通性  

04．英語の映画、テレビ、ビデオを見たいから  
14．日本と英語圏の国の文化の逢いに興味があるから  
03．英語の歌の歌詞がわかりたいから  
16．英語を勉強することで母語をさらに理解したいから  
15．日本語と英語の言語的な違いに興味があるから  
01．外国（英語話者）の友達と会話したいから  
10．英語の雑誌、漫画を読みたいから  
22．英語は国際的に通用する言語だから  

20．将来、外資系企業で働きたいから  
12．将来仕事で、英字新聞が読めるようになりたいから  
ほ英文学に興味があるから  

18．将来、海外（英語圏）で勉強したいから  
11．将来仕事で、英文が書けるようになりたいから  
23．両親が英語を勉強するように勧めるから  
07．試験（TOEIC，TOEFL英検）でいい点を取りたいから  

06．外国語として学ぶのに楽な言語だから  

21．単純に、母語以外の言語を勉強したいから  

09．中学から勉強しているから  
30．英語を話せるとかっこいいから  

因子寄与  

寄与率  

－．04  ．80  

．01   ．66  

－．07  ．5了  

．18  ．56  

－．04  ．56  

．11   ．51  

．05  ．53  

．34  ．45  

．19  ．21  

－．05  ．54  

－．24  ．46  

．34   ．51  

∴20  ．38  

．82  ．41  

．52  ．47  

．50  ．28  

．49  ．31  

．ヰ7  ．37  

．42  ．19  

1．63   8．77  

10．27  46．16  

．89  －．07  

．丁9  ．20  

．75  ．07  

．72  －．12  

．69  ．29  

．65  －．29  

．63  ．36  

．ヰ9  －．31  

．38  ．16  

．04   ．73  

．09  ．83  

．06  ．63  

．05  ．58  

．07  －．14  

．44  －．08  

．14   －．10  

．26  －．06  

－．25  ．28  

－．14   －．02  

4．70  2．44  

23．94  11．95  

2因子分析とは、多数の項目間の相関行列に基づいて項目間に潜在している因子の構造を見つけ出そうと  
する統計手法であり、因子の抽出法の一つとして主因子解がある。また、抽出された因子が各変数に対し  

てもつ重みのことを因子負荷畳と呼ぶ。因子の解釈を容易にするために、因子軸を回転させて解釈しやす  

い値を求めることが多く、もっとも一般的な回転方法の一つがパリマックス回転である。  

3因子負荷畳が．40であることを基準に項目を取捨した。また複数の因子にわたって因子負荷畳が．40を上  

回るものも分析から除外した。  
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Table2に示された結果をもとに、“つの因子を構成する各項目同士の類似点を分析し、  

それぞれの命名を行った。   

因子1は、因子負荷畳（一1から＋1の間の値をとり、その絶対値が大きいほど因子と変数の  

関連の度合いが大きい）の値が高いもの（項目4「英語の映画、テレビ、ビデオを見たいか  

ら」，．89）から低いもの（項目20「将来外資系企業で働きたいから」，．38）の順に整理されて  

おり（4→14→3→16→15→ト→10→22→204）、9項目からなっている。項目4「英語の映画、  

テレビ、ビデオを見たいから」、14「日本と英語圏の国の文化の違いに興味があるから」、3  

「英語の歌の歌詞がわかりたいから」、16「英語を勉強することで母語をさらに理解したい  

から」、15「日本語と英語の言語的な違いに興味があるから」、1「外国（英語話者）の友達と  

会話したいから」、10「英語の雑誌、漫画を読みたいから」、22「英語は国際的に通用する  

言語だから」など日本の映画、テレビ、文化、歌、言語、漫画に対して興味を表している  

ことから統合的動機に分類されるものとみなす。またその中でも特に言語・文化に興味を  

示しているので「言語的・文化的興味性志向」と名付ける。   

因子2は、項目12，13，18，11の4項目からなる。項目12「将来仕事で英字新聞が読め  

るようになりたいから」、13「英文学に興味があるから5」、18「将来、海外（英語圏）で勉強  

したいから」、11「将来仕事で、英文が書けるようになりたいから」等の仕事や将来に関わ  

る項目からなり、英語学習を仕事や将来のための手段としてとらえていることから「仕事、  

将来のため志向」（道具的動機に分類される）と命名する。   

因子3は、項目23，7，6，21，9，30の6項目からなる。項目23「両親が英語を勉強するよ  

うにすすめるから」のように他人から誘発されて英語学習をするという項目も入っている  

が、7「試験（TOEIC，TO即L，英検など）でいい点を取りたいから、」6r外国語として学ぶ  

のに楽な言語だから」、飢「単純に、母語以外の言語を勉強したいから」、9「中学から勉強  

しているから」、30「英語を話せるとかっこいいから」など自己満足のために英語を勉強し  

ていると考えられる項目が多いので「自己満足志向」（誘発的動機に分類される）と名付ける。  

以上、本節では高校生の英語学習動機尺度の分析を行い、抽出された因子に命名を施した。   

次節では日本の高校生の英語能力に対する自己評価と英語学習動機尺度の下位尺度（因子  

分析によって抽出された3因子）間の関連について考察する。  

4．2下位尺度間の関連   

4．2節では、日本の高校生の英語学習動機尺度の3つの下位尺度に相当する項目に関連が  

あるかどうか調べる。そのために、まず平均値を算出し、言語・文化的興味性志向下位尺  

度得点（平均3．96、ぷか0月1）、仕事・将来のため志向下位尺度得点（平均4．01、ぷ∂0．71）、自  

4項目20の因子負荷畳は．38であり基準の．40を下回っていることから、ここでの因子解釈の参考にはし  

ないことにする。この項目を削除するかどうかは、以後の下位尺度の内的整合性の分析で判断する。  

5因子2の中でこの項目のみ興味性動機とも考えられるが、本稿では文学は英語文化や言語を理解するた  

めの道具としての興味としてとらえる。因子2は明らかに道具的動機として分類されるべき項目がほとん  

どである上に、項目1aの因子負荷量が．63と高いことからここではこの項目を除外せず、道具的道具とし  

て扱うべきと判新した。  
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己満足志向下位尺度得点（平均3．00、ぶβ0．70）とした（恥ble3参照）。また、内的整合性（信  

頼性）を検討するために各下位尺度のα係数を算出したところ、「言語・文化的興味性志向」  

でα＝．886、「仕事・将来のため志向」でα＝．72、r自己満足志向」でα＝．66と十分な値が  

得られた7。一方、下位尺度間にはほとんど相関関係はみられず8、各下位尺度間の相関が重  

回帰分析を行うのに十分低いことがわかる。よって、4．4では重回帰分析により因子（下位尺  

度）と自己評価の関係を調べることにする。  

Table3．英藩学習動機の平均、ぷ玖 α係数  

平均  ぷワ  

言語・文イ畑味  3．96   0．81  

仕事・将来のため  4．01   0．71   

自己満足  3．（氾   0．70  

8
 
2
 
6
 
8
 
7
 
企
U
 
 

恥ble4英衛学習動機の下位尺度間相関  

言語文化的搾味仕事将来のため 自己満足  
．13  ，22  

－．07  

首言蕎・文イ爛味  

仕事・将来のため   

自己満足   

次に、男女差の検討を行うために、英語学習動機の下位尺度得点について£検定を行っ  

た。その結果、嘗循的文化的興味志向下位尺度（パ28）＝＝：・－－1．21，n．S．）、仕事・将来のため志  

向下位尺度（H2釦＝－0．69，n．S．）、自己満足志向下位尺度のすペてにおいて男女の得点差は  

有澄ではなかった（H26）＝－1．26，n息）9。また、各項目、全体でも男女差の検討を行ったが、  

有意遵は見られなかった¢  

4．4英語学習動機と自己評価の関係の検討   

最後に、英緻学習動機の3つの因子のうちどの因子が自己評価への影響力が大きいか調  

べるため、蕊回帰分析を行う。各因子を独立（説明）変数、学生の自己評価結果を従属（基準）  

¢項目20を除いたときのα係数が．88、一方、全体（項目20含む）のα係数が．86であった。項目20を除い  

た方が内的整合性（倍額性）が上がることから、ここで項目20を削除することにする。  
7英衝撃習動機下位尺度のαはすペて．80以上であることから、下位尺度の内的整合性は示されている。  

さ∫の絶対値が0．0～0．2の場合は、ほとんど相関関係がない。  

閥
＝
耶
朋
澗
 
 

甘請・文化的桝 乱耶  
仕事・将来のため  ユ。91  

自己猫足    乏．83  男女別の平均値とぷPおよぴ土壌定の結果   
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変数として重回帰分析10で調べた結果をFigurelに示す。英語学習自己評価は「私は他の人  

より英語を流暢に話せると思う」という自身のスピ←キング能力に対する評価である。   

「言語・文化的興味志向」から自己評価への負の標準偏回帰係数11し50）が、また「自己  

満足志向」から自己評価に対する正の標準偏回帰係数（．40）が有意であった。一方で、「仕事・  

将来のため志向」から自己評価に対する標準偏回帰係数（．15）は有意ではなかった。   

これらの結果から、今回調査に協力してくれた日本の高校生は英語学習に対して自己満  

足を感じるほど、また英語に対する言語文化的興味が低いほど自分自身の英語能力を高く  

評価する傾向にあると言える。もっとも、この結果だけでは、自己満足が高いことが自己  

評価を向上させたのか、あるいは逆に自己評価が高いことから自己満足も高いのかといっ  

た因果関係は不明である。一方、仕事・将来のために英語を学習するという意識は、自己  

評価に直接的な影響を及ぼさないことが明らかにされた。  

恥ble5重回帰分析結果  

自己評価  

言語・文化的興味  －．50＊＊  

仕事・将来のため  ．15  

自己満足  ．40＊  

R2  
＊ pく．05，＊＊ pく．01  

β：標準偏回帰係数  

．34＊  

注：有意なパスのみ措いてある  

＊ pく．05， ＊＊ pく．01  

Fi卯】陀1パス解析結果（誤差変数は省略してある）  

10重回帰分析とは、いくつかの独立変数で従属変数をどのように鋭明可能かを判断するための分析経であ  

り、この分析の主な目的は、用いられた独立変数のうちどの独立変数が従属変数への影響力が大きいかを  

求めることである。  

11標準偏回帰係数は説明変数の基準変数に対する影響力の強さを表す。標準偏回帰係数の絶対値が大きい  

因子ほど、自己評価への影響力が強いと判断できる。  
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4．5考察   

因子分析の結果、30項目の英語学習動機から3因子（音階・文化的興味志向、仕事・将来  

のため志向、自己満足志向）が抽出された（研究課題（1））。GardnerandLambeれ（1959，1972）  

の理論によれば「言語・文化的興味志向」は英語という言語や英語圏の文化に対して興味  

を示す動機から構成されているので「統合的動機」であり、「仕事・将来のため志向」は仕  

事や将来のために英語を勉強するなど英語学習を手段としてとらえているので「道具的動  

機」と言える。また、r自己満足志向」はかっこよくみせたい、いい成碑をとりたいなど英  

語学習自体が目的となっていないので、縫部他（1995）の分類の「誘発的動機」になる。   

以上を踏まえ、1もblelの英語学習動機の分類と今回の因子分析の結果を比べてみると、  

Tablelの分類の「統合的動機」は「音譜・文化的興味志向」に、「道具的動機」は「将来・  

仕事のため志向」に、「誘発的動機」は「自己満足志向」にあたり基本的に鵬致しているこ  

とがわかる。なお、因子分析の結果に男女差があるか調べたところ、有意差はみられなか  

った（研究課髄（2））。この理由の…一つとしては、今回の網査協力者は男女典に英滑に興味があ  

る高校生で構成されていることが考えられる。   

次に、動機づけと自己評価との関係を患回帰分析で分析した結果、「粛緻・文化的興味志  

向」については1％の水準で、「自己満足志向」については5％の水準で有窓という結果を得  

た。「常滑・文化的興味志向」の標準偏回帰係数は・．50であることから、「言語・文化的興味  

志向」は自己評価へ負の影響を与えていることがわかる。山方、「自己満足志向」の標準偏  

回帰係数は．40であるので、自己評価への正の影響力をもっている。一つまり、「首級・文化  

的興味志向」の強い学生は自己評価が低く、「自己満足志向」の強い学生は自己評価が商い  

という傾向があることがわかる（研究裸腐（3））。ただし相関関係は因果関係とは異なるので  

「自己満足志向の強い学生が自己評価が商い」傾向があるとはいえても、自己満足志向が  

強いから自己評価が商いのか、自己評価が高いから自己満足志向が強いのかということは  

いえない。また、「仕事・将来のため志向」については自己評価との関係が低いことがわか  

った。「宵静・文化的興味志向」の強い学生の自己評価が低い理由として、r常勝・文化的  

興味志向」が強い学生は目標を高く設定し、自主的に英簿の音楽を聴いたり映画を見たり  

することが多いが、そうすることでかえって自分の英語力不足に気づき、自己評価を低く  

してしまっていることが考えられる。よって、あまりにも自分の英語能力より高すぎる（自  

分の英語能力では理解できない）音楽を聴いたり、映画を見たりするのではなく、自分の能  

力と同レベルのものか少し上のもの12に触れるようにすることで自分の英語力に自信を持  

つことができ、その結果として自己評価を高めることができるだろう。さらに、「自己満足  

志向の強い学生が自己評価が高い」理由としては、r自己満足志向」の強い学生は「テスト  

でいい点をとるため」や「単純に英語を勉強したいから」など目標が「言語・文化的興味  

志向」の強い学生に比べ達成しやすいものであり、自発的なものではなく状況などで設定  

されたものである。しかし、このような動機の強い学生は自分の目標を達成してしまえば、  

1空Ⅹra血en1982のいうi＋1（学習者の理解可能なインプット）。  
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動機も消えてしまう可能性が高い。よって、英語に対する興味を芽生えさせ、持続させ、  

英語学習上達に結びつけるためには、外国の人々と交流し、海外の文化や言語との接触の  

機会を増やして、「言語・文化的興味志向」を強めていく必要があると思われる。   

倉八（1991）、縫部他（1995）、成田（1998）などの先行研究では、一般に「統合的動機」の強  

い学習者の成績が高く、「誘発的動機」の強い学習者の成績が低いということを示し、倉八  

（1991）は、目標言語の実用価値が低く、生活の中で目標言語に接することの少ない環境では、  

統合的動機が高い学習者の成績が高いと述べている。それに対し、郭・大北（2001）は、シン  

ガポールの日本語学習者の動機調査を行い、「語学学習志向因子」や「自己満足因子」など  

の「エリート主義」と仕事などの「道具的動機づけ」がシンガポールの大学生の日本語学  

習の上達に関係しており、「統合的動機づけ」は日本語学習上達の有意な予側因子ではない  

ことを示している。   

本稿では、英語学習動機と自己評価との関係を調査し、倉八（1991）、縫部他（1995）、成田  

（1998）、郭・大北短001）のように学習動機と成績の関係を考察したわけではないが、「自己  

評価が高いものは成績も高い傾向にある13」と仮定すると、今回の調査結果は「自己満足因  

子」が成績上達に関係していた郭・大北（2001）の結果を支持するものとなる。しかし、今回  

の調査では自己評価と成績の関係を考察することはできなかったので、この点は今後の課  

第としたい。  

5．結論   

本稿では、日本で英語を学習する高校生の英語学習動機の実態を調べ、さらに動機が自  

己評価とどのような関係にあるか解明することを目指した。本調査で明らかになった点は  

以下の通りである。  

（1）分析の結果、「音譜・文化的興味志向」、「仕事・将来のため志向」、「自己満足志向」の   

三つの因子が抽出された。「言語・文化的興味志向」は「統合的動機」に、「仕事・将来   

のため志向」は「道具的動機」に、「自己満足志向」は「誘発的動機」にそれぞれ分類   

することができる。  

（2）「自己満足志向」の強い学生は、自己評価が高い傾向にある（ただし、どちらが原因で   

どちらが結果であるかは統計的に判断することはできない）。  

（3）「言語・文化的興味志向」の弱い学生は、自己評価が高い傾向にある（ただし、どちら   

が原因でどちらが結果であるかは統計的に判断することはできない）。   

本調査は、日本の高校生の一部を対象にしたものである。日本の学生の英語学習動機を  

より一層理解するためには他の高校や中学、大学の学生、また社会人を対象にした調査を  

13先行研究（藤澤・小森2006，松尾・小泉1991，Ni血01ls1979）では、自己評価（自己分析）と学力テストの  

間に明らかに対応関係があるという結果が出ている。  
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重ねて倍額性を向上させていく必要があるだろう。今後は学年間の差や理科系文科系の差  

などについての見当も行っていきたい。  
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Appendix アンケート項目  

☆名前：  

史性別：  

☆年齢：  

☆出身：  

☆英語を何年勉強していますか？  年 （  才から）  

☆英語を勉強した機関：小学校・中学校・高校・大学・英会話学校・  

その他（  ）  

☆海外滞在経験：（例）アメリカ、旅行、2週間、  オーストラリア、交換留学、1年  

：（  ）  

● 以下の文を詐み、最もあてはまる数字に○をつけて下さい。  

全くそう思わない  そう思わない  どちらでもない  そう思う  非常にそう思う  

1  2  3  4  5  

私が英語を勉強しているのは・・・  

（1）外国（英語話者）の友達と会話したいから  

（2）外国（英語話者）の人と親しくなりたいから  

（3）英語の歌の歌詞がわかりたいから  

（4）英語の映画、テレビ、ビデオを見たいから  

（5）将来、役に立つから  

5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
q
U
 
 
 

2
 
ウ
一
 
り
】
 
2
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

（6）外国語として学ぶのに楽な言語だから  

（7）試験hoEIC，TOEFL，英検など）でいい点を取りたいから  

（8）英語の授業は卒業するのに必要だから  

（9）中学から勉強しているから  

（10）英語の雑誌、漫画を読みたいから  

5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

2
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
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（11）将来仕事で、英文が書けるようになりたいから  

（12）将来仕事で、英字新聞が読めるようになりたいから  

（13）英文学に興味があるから  

（14）日本と英語圏の国の文化の違いに興味があるから  

（15）日本語と英語の言語的な違いに興味があるから  

5
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

2
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

（16）英語を勉強することで母語をさらに理解したいから  

（17）英語の学習が楽しいから  

（18）将来、海外（英語圏）で勉強したいから  

（19）将来、海外（英語圏）で仕事したいから  

（20）将来、外資系企業で働きたいから  

5
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

ウ
一
 
り
】
 
2
 
2
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

（21）単純に、母語以外の言語を勉強したいから  

（22）英語は国際的に通用する言語だから  

（23）両親が英語を勉強するようにすすめるから  

（24）友達が英語を勉強するようにすすめるから  

（25）英語の新聞、学術雑誌を読みたいから  

5
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

2
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

（26）海外（英語の通用する国）に旅行したいから  

（27）海外（英語話者）の友達に手紙e・mailを書きたいから  

（28）英語が好きだから  

（29）これからはある程度、英語ができて当たり前だから  

（30）英語を話せるとかっこいいから  

5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

2
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2
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

＜自己評価項目＞  

私は、他の人より英語を流暢に話せると思う  5
 
 

4
 
 

3
 
 

2
 
 

1
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